
科学オリンピックとは、世界各国の中等教
育課程にある生徒を対象として開催される
国際的な科学コンテスト。日本はこれまでに
数学、化学、生物学、物理、情報などに参加
した実績があります。生徒の可能性や見聞
を広げる絶好の機会、先生方も是非科学
オリンピックへの参加をよびかけてください。 

好奇心旺盛な生徒を 
科学オリンピックの舞台へ！ 

グッピーの雌

グッピーの雄

2009年はダーウィンの 
生誕200年！ 
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※詳しくは中面の 
　コラムをご覧ください。 



科学オリンピックの世界へようこそ！〈生物学編〉 ● 雄の“美しさ”は雌しだい！？ 

コクホウジャクの雄 

Andersson, M., Female choice selects for extreme tail length 
in a widowbird. Nature 299 : p818-820（1982）より 
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　私がこの道に進むきっかけとなったのは、大学2年生の時に

受けた菅原 浩先生の講義でした。動物学の先生で、定年退職

を迎えた最後の講義で動物の行動と進化についてのお話をし

てくださったのです。ミツバチの太陽コンパスの話や鳥のヒナの

刷り込みの話など、身近な動物の行動に秘められた進化のメカ

ニズムを初めて知り、「絶対にこの研究をしたい！」とすっかり虜

になりました。幼い頃に大好きで擦り切れるほど読んだ本『ドリト

ル先生シリーズ』のように、たくさんの魅力的な動物が登場する

世界がそこにはあったのです。 

　進化とは、世代を経て生物が変化することです。進化が起こ

る原因は3通りあり、ひとつは日本人の遺伝学者・木村 資生先

生が提唱した中立説。小さな集団において、ある性質がまった

くの偶然で世代を経て広がっていく現象をいいます。もうひとつ

がダーウィンの提唱した自然淘汰の理論。集団において異なる

性質が混在する場合、より高い生存率と繁殖率で環境に適応

した性質が世代を経て広がっていく現象をいいます。最後のひ

とつが性淘汰の理論で、こちらもダーウィンが提唱した学説であ

り、繁殖に有利な性質が世代を経るごとに顕著になる現象をい

います。自然淘汰が地理などの物理的環境によって起こるの

に対し、性淘汰は雄と雌の関係という社会的な環境によって起

こるのが特徴です。 

　近年は性淘汰における異性間淘汰の研究が盛んに行われ

ています。コクホウジャクの尾の長さに関する実験をはじめ、グッ

ピーなどはオレンジ色の部分

が多い雄ほど雌に好まれ、男

性ホルモンも多いという実験

結果が報告されています。 

 

 

 

　1900年以降、遺伝学の急激な進歩によってそれまで推測で

しかなかったことが実際に研究できるようになりました。いずれ、

ゲノム情報から得た大量のデータによる進化の再現も可能にな

ることでしょう。しかし、ミクロのレベルで研究が進む一方で、マク

ロのレベルとなる生き物が持つ様々な特徴、いわゆる表現型が

どうして現れてくるのか、そのプロセスはまだほとんどわかっていま

せん。さらにひとつの種だったものがどのように2つの種にわかれ、

これほどまでに多様な生物が存在するようになったのかも、わか

らないことばかりです。物理的な隔離以外に、同じ場所でも雌の

選り好みによって種の分化が起こり得るかどうかは、いま大いに

論争されているテーマのひとつです。 

　理科離れが叫ばれて久しい現代ですが、理科に限らず勉強

は本来、様々なものに驚き、不思議に思い、感動する気持ちか

らはじまるものなのだと思います。だからこそ発見の宝庫である野

山の自然の中でこどもが遊ぶ機会が少なくなっていることが残

念でなりません。見て、経験することは、世界を知る原点なんです。

だから学校の中だけでも、こどもたちが様々なものに自由に触れ

て遊べる環境をできるだけ整えてあげてほしいと思いますね。 

日本における進化論の第一人者
である長谷川 眞理子先生に、 
この分野に興味を持ったきっかけ
から進化論の今後の展望まで、 
お話を伺いました。 

www. jbo- in fo . jp

進化論のいま、これから。 

【実験方法】 

　繁殖期において縄張り内の繁殖巣の数がほぼ等しい27羽の

雄を捕獲し、それらを任意に3つのグループに分け、以下に示すよ

うな処理を行った。 
 

Ⅰ ． 尾羽を真ん中で切り取り、極端に尾羽を短くした。 

Ⅱ． 尾羽を真ん中で切り取った後、すぐに接着剤で貼り戻した。 

Ⅲ． Ⅰのグループで切り取った尾羽を接着剤で継ぎ足し、 
　 極端に尾を長くした。 

　これら3つのタイプの雄をもとの縄張りに戻した後、各雄の縄張

り内にできた雌による繁殖巣の数を調べた。 

問１ 

下線部に示されるような性差が生じる原因について、適切なものを2つ選べ。 

（1）雄どうしは雌の獲得をめぐって激しく競争する。 

（2）雌どうしは雄の獲得をめぐって激しく競争する。 

（3）雌は配偶者を選り好みする。 

（4）雄は配偶者を選り好みする。 

 

問2 

以上の実験結果から言えることとして、次のうち適切なものを2つ選べ。 

（1）尾羽を切り取る際に加わるダメージは配偶者獲得に際してマイナス 

　　効果を及ぼす。 

（2）雄の縄張り内の繁殖巣の数は、尾の短い雄では減少し、尾の長い 

　　雄では増加した。 

（3）尾の長い雄は、生存上有利なので雌に好まれる。 

（4）雌は雄の尾の長さを基準にして配偶者を選んでいる。 

 

問1 ： 1、 3　  問2 ： 2、 4解答 

全国生物学コンテスト 生物チャレンジ2006  第１次試験  問題（一部改変）※ ダーウィンが提唱したもうひとつの進化論・性淘汰 

理学博士 

長谷川 眞理子 先生 

見て経験することは、世界を知る原点 

“ドリトル先生の世界”を追求する道へ 

【実験結果】 

選り好みのイロイロ 

※一部では、タツノオトシゴやモルモンコオロギのように、雄が雌を選り好みする種も存在します。 
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尾の長さが人気の決め手 
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　最近の研究から、アオアズマヤドリ

の雌の選り好みに年齢に伴う変化が

あることがわかりました。アオアズマヤ

ドリは、オーストラリアに生息する体長

25ｃｍ程の鳥です。繁殖期になると雄

は求愛専用の“あずまや”を作り、カタ

ツムリの殻や青い羽など、あらゆるもの

を使って飾り立てます。さらに雄は、あ

ずまやの前で激しい求愛のダンスを繰

り広げます。実験結果から、若い雌は

あずまやの飾り付けを重視し、歳を重

ねた雌はダンスの激しさを重視して雄

を選んでいることが示されました。若い

雌にとっては、雄の情熱的なダンスも

攻撃的で恐ろしいものにしか見えない

ようです。 

　ツマグロガガンボモドキは、アメリカ

東部の林や草原に生息する体長2ｃｍ

程の昆虫です。雌は雄からのプレゼン

トでエサをまかない、自分でエサをとるこ

とがほとんどありません。しかしどんなエ

サでも受け取るわけではなく、表面積

が16mm2以下だと少し試食しただけ

で拒否します。なぜなら、雌はエサを食

べている間にしか交尾をせず、それ以

下の大きさだと交尾が完了する前に

食べ終えてしまうからです。ちなみに交

尾には約23分かかります。交尾が終

了すると雄は

雌からエサを

取り上げ、次

の雌のために

再利用します。

雄も雌も、より

よい子孫を残

すために様々

な戦略を企て

ているのです。 
ガガンボモドキ 
協力：Moth Nature Laboratory

　動物の雌雄には大きさや形態・色彩などの点で性差

が存在することが多い。例えば、ゴリラでは雄の平均体

重は雌の約1.8倍であり、シカやカブトムシは雄にのみ角

がみられる。また、クジャクなどの鳥類では雄が派手な色

彩をもつことが多い。 

　アフリカの草原に住むコクホウジャクという鳥の雄は、

雌よりはるかに長い尾羽が発達する。コクホウジャクの

雄は縄張りをもち、そこへ訪れる雌に尾羽をなびかせて

求愛する。雌はいくつかの縄張りを訪れ、その中から配

偶者を選ぶと、その縄張り内で巣をつくり繁殖する。こ

の鳥の雄が長い尾羽をもつように進化してきた理由を

調べるために、右記の

実験が行われた。 

より多くの子孫を残すための 
進化・性淘汰  

 

　問題文で登場したコクホウジャクは、スズメを

少し大きくしたくらいの鳥です。繁殖期になると

雄は尾羽の一部を伸ばし、その長さは体長の4

倍の50ｃｍになることもあります。一方、雌の尾

羽は7ｃｍほどしかなく、体の色も地味な茶色をし

ています。このように、同じ種でも雄と雌の体の

作りが大きく異なることを性的二形といいます。

クジャクの雄の華やかな羽、ゴリラの性差による

体格差、シカやカブトムシの雄にだけ生える角な

どがそれにあたります。 

　コクホウジャクの雄は尾羽を伸ばすだけでなく、

それをなびかせながら縄張りの上を低く飛び回り、

求愛します。この行動をきっかけに、雌は配偶行

動を起こします。このように一連の行動を引き起

こす特定の刺激を信号刺激（鍵刺激）といい、

その多くは本能として生まれながらに備わって

います。 

　実験結果の棒グラフ

を見ると、尾羽の長い雄

ほど多くの巣を獲得し、

短い雄ほど巣の数が少ないことがわかります。つ

まり、尾の長い雄ほど雌から人気があり、より多く

のこどもを残すことができたのです。このことから、

雌が雄の形質のひとつに着目し、それを基準に

配偶相手を選んでいることが実証されました。こ

のように、雌がより著し

い形質を持った雄を

好むことでその形質

が一層進化する現

象を「異性間淘汰」

といいます。※ 

 

 

 

　雌による選り好みの他、雄同士が雌をめぐって

競争する場面も自然界では多く見られます。前述

したゴリラの体格差、シカやカブトムシの角など

に見られるように、繁殖競争を通じて体が大きく

なったり、武器となる形質が発達したりする現象を

「同性間淘汰」といいます。「同性間淘汰」

と「異性間淘汰」は、繁殖に有利な形質を進化

させる現象として《性淘汰》という学説にまとめ

られました。提唱したのはイギリスの博物学者、

チャールズ・ダーウィンです。 

　ダーウィンは自著『種の起源』で進化論を展開

したことでも有名です。彼は進化論の骨子として《自

然淘汰》という学説も提唱しました。《自然淘汰》

とは、生物が生存に有利な形質を進化させる現

象をいいます。例えばグッピーの雄の場合、《性

淘汰》を通して獲得した美しい色や大きな尾び

れは繁殖では有利に働きますが、《自然淘汰》の

点から見ると敵から見つかりやすくなり、生存上

のリスクを負うことになります。このことから、両

者のつり合いが取れる範囲内で生物の進化が

起こっていると考えられます。 

グッピーの雄 

�	
�
（金・祝） 

上野動物園にて 
進化論のセミナー 
開催！ 



科学オリンピックのことをもっと知ってもらうため、関連イベントが随時開催されています。

科学のおもしろさに触れる経験は、生徒の興味や視野を大きく広げます。好奇心旺盛な

生徒がさらに成長できるよう、科学オリンピックへの参加を積極的によびかけてください。 

編集発行／独立行政法人　科学技術振興機構　理数学習支援部 
　　　　　〒102-0081  東京都千代田区四番町5-3　ホームページ／http: //contest. jst. go. jp　E-mail／is-cont＠ jst.go. jp 
協　　力／日本科学オリンピック推進委員会　ホームページ／http: //www. jsoc-info. jp
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目指せ！科学のアスリート　国際科学オリンピックシンポジウム 
日本で開催される2009年国際生物学オリンピックと2010年国際化学オリンピックを国民的な運動として支え盛り上げていける
よう、第3回目のシンポジウムが日本科学未来館で開催されました。当日はたくさんの生徒や保護者が集まり、「才能を育てる」を
テーマとした講演に熱心に聞き入る様子が見られました。未来のオリンピック候補生がまた新たに誕生したようです。 

「持って生まれたサイエンスの才能の喚起」 
 日本科学オリンピック推進委員会会長 

 ノーベル物理学賞受賞者　江崎 玲於奈 氏 

「才能をどう伸ばすか」 
 日本科学オリンピック推進委員会メンバー 
 日本学術会議会長　金澤 一郎 氏 

 

　才能を伸ばすためのポイントをい

くつかお話ししたいと思います。まず、

こどもが小学校を卒業するまでに学

ぶべきものを見てみると、3歳までは

こどもの要求を周囲の人間が認め、

反応することによって得られる安心

感と信頼感、6歳までは欲求を抑制

することと最低限の作法を身につけ

ること、そして12歳までは社会に適

応する力（公共性）と社会に貢献す

る力（社会力）を身につけることがあ

げられます。そして、憲法にも保障さ

れているように、教育とは誰もが等し

く受ける権利を持つものであり、能

力を発見されたり発揮したりするチャ

ンスも平等にあるべきものです。 

 

　親や教師は、こどもが「無視」や「差

別」をされたと受け取るような言動を

しないように気をつけなければなりま

せん。無視は大きな苦痛であり、大

切な教育行為である叱ることも、そ

の内容がこどもにとって納得できる

ものでなければ差別を受けたと捉え

られかねないのです。ほめる場合も

同じで、他のこどもが納得しなければ

「えこひいき」と受け取られかねません。 

　いま注目したいキーワードは、「出

る杭」。いい意味で、頭角を現した

才能をいかに見つけ、育てるか。科

学オリンピックもその一環となります

ので、是非多くの方に参加していた

だきたいと思います。 

4人の高校生が生物学で世界にチャレンジ！ 
2009年、国際生物学オリンピックが日本で初めて開催されます！ 

日本代表決定 
記者発表会 

人生とは、自分が主役を 
演ずるドラマ 

東京大空襲の当日も行われた 
東大の授業 

年齢別に段階的に学ぶ 「出る杭」をどう見つけ、育てるか 

 

 

　みなさんの将来を決める究極の

問いかけとして、次の2つのフレーズ

を覚えておいてほしいと思います。「わ

が人生、何をなすべきか－Wha t  

should I do with my life？」「自分

は何を得意とし、どんな才能を持って

生まれたか－What am I best at？」。

これらの答えを得ることに教育を受

ける目的があると私は考えます。 

　人間はひとりひとりが固有の遺伝

子を持つ、いわばカスタム・メード。そ

れぞれに持って生まれた才能があり、

それを見つけて育てることが教育の

本質となります。さらに、民主主義の

原則に従い、自分の将来は自分で

決めるという姿勢を身につけること

が大切です。自分の特性を最大限

に活かす人生の“シナリオ”を、自ら

の手で創るのです。人生とは所詮、

自分が主役を演ずるドラマなのです。 

 

 

　私自身、学生時代は日中戦争と

太平洋戦争を経験し、死と破壊が

身近な追い詰められた環境の中で

何に優先順位をおいて生きるかを

必死に問い詰めました。先に述べ

た2つの問いかけを無意識のうちに

自分の中で繰り返していたのです。

偽りの情報がまん延していた当時、

私は客観的で普遍的な知識を渇

望していました。私にとって科学は

「おもしろい」といった類のもので

はなく、「真実を伝える本物の知識」

として強く惹かれたのです。 

　1945年3月10日の未明には東

京大空襲を経験し、幸い命に別状

はありませんでしたが下宿から焼き

だされ、東京下町は一晩で壊滅。

死者10万人、罹災者100万人と

いう未曾有の被害を受けました。し

かしその日の朝8時、学ぶことに最

大の価値を置く東京帝国大学の25

番教室では、いつもと少しも変わら

ずに講義が行われたのです。私は

必死になってノートを取り、物理学

の世界に没頭しました。そして、

東京帝国大学アカデミズムの存在

を実感するとともに、サイエンスの心

を身につけることができたのです。 

 

 

　科学オリンピックに主に参加する

のは、心身ともに最も著しい成長期

を迎える年代の中学生や高校生で

す。彼らは自我に目覚め、人生のシ

ナリオを書く衝動に駆られることで

しょう。この重要な時期に才能を

見出し育み、さらにそれを最大限に

発揮できるシナリオを書く創造力を

身につけていくのです。そうやって日

本人が自分の才能を最大限に活か

せるようになれば、日本の繁栄にも

つながることと期待しています。 

個人の創造力が 
国を繁栄させる力になる 

才能ある若者がつくばの地より大きく
羽ばたく様子が表現されています。 

大会シンボルマーク 

日本代表の2009年 
国際生物学オリンピック 
までの道のり 

※ スケジュールなどは変更になる場合があります。 

　今年7月に日本で初めて開催される国際生物学オリ

ンピックの日本代表4名が決定し、記者発表会が行わ

れました。約60カ国の高校生が参加し、生物学に関す

る理論問題や実験で成績を競います。日本代表は応

募者2,482名の中から3回の選考試験を経て選出され

ました。これまでの日本の成績は前大会の銀3、銅1が

最高。日本初となる金メダルの獲得が期待されます。 

　代表の4名は次のように大会への意気込みを

語ってくれました。大月 亮太さん（千葉県立船橋高

2年）は「2度目の挑戦で1年間頑張ってきたので、

代表に選ばれたのが信じられないくらい嬉しい」。

中山 敦仁さん（灘高1年）は「世界中のすごい高校

生たちが真剣勝負する場に参加できることが夢のよ

う」。谷中 綾子さん（桜蔭高1年）は「共通の想いを

持った各国の選手たちと熱く語り合いたい」。山川 

眞以さん（桜蔭高2年）は「大会までにやるべきこと

はやり、貴重な経験を楽しみたい」。 

　国際生物学オリンピックは、生徒の生物学への関心

を高め才能を伸ばし、国際交流の場を提供することを目

的に毎年開催されています。また、各国が生物学教育

の情報交換をする機会ともなっています。20回目の節

目となる今大会は、茨城県つくば市で7月12日～19日

の8日間にわたって開催されます。科学オリンピックだよ

りでは、今後も日本代表の動向をレポートしていきます。 

生物チャレンジ 
第1次試験 
2008.7/20

生物チャレンジ 
第2次試験 
2008.8/21～24

生物チャレンジ 
第3次試験 
2008.11/ 23

国際生物学オリンピック対策 
強化トレーニング 

2009年6月までに3回程度実施 

国際生物学オリンピック 
2009.7/12～19

日本代表決定 
2008.12/6




